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「情報環境の最適化を求めて」
教育支援部長　白井利光
　「情報基盤本部」は2007年4月に発足した。これまで本学の情報環境構築で大きな役割を果たしてきた総
合情報システム協議会・情報科学センター・事務システム推進計画委員会を廃止し，これらの機能を統合した。
そして，2007年9．月の事務機構改革では情報システム事務部が廃止され，情報業務は法人系と教学系の部
門に2分割された。法人系は財務・資産管理部資産管理課の下に情報企画グループとシステム管理グルー
プを設置し，教学系は教育支援部教育支援事務室の下に教育メディアグループと生田教育メディアグループ
を，教育支援部和泉教育支援事務室の下に和泉教育メディアグループをそれぞれ設置した。
　このことにより，20世紀末に存在していた情報メディア関連の機関・組織がすべて改編された。情報技術の
飛躍的な発達など社会状況の変化に対応してきた必然的な過程だとしても余りにもめまぐるしい変遷であった。
本学の情報環境及び運営組織はいくつかの大きな節目の変遷を経て今日に至っている。
　情報化の幕開けは，1965年の大量かつ複雑なデータ処理を目的とした大型汎用機の導入と運用を担う計
算センターの設置である。第二期はコンピュータの利用のために専用ネットワーク化が進んだ時代である。学
内LANを構築して外部とも接続した。1988年に計算センターは発展的に改組され，情報科学センターを設
置した。そして，1992年に総合情報システム協議会がネットワーク利用及び情報システムにかかわる全学調整
機関として設置された。第三期はリバティタワーを始めとする一般教室のプレゼン化推進である。1997年にリ
バティタワー建設時の暫定機構として駿河台A地区情報システム調整委員会が設置された。リバティタワー竣
工後，和泉校舎及び生田校舎の一般教室も順次プレゼン化整備が進められた。第四期は基盤整備された情
報環境をフルに利活用した「教育の情報化」の推進である。その推進にあたる機関として，2005年に情報科
学センターが担っていた情報教育など4つの情報メディア関連の委員会や組織を統廃合して，教務部の下に
「教育の情報化推進本部」を設置した。これにより情報関連機関は「情報基盤本部」と「教育の情報化推進本
部」の2っとなった。
　「情報基盤本部」は基盤的情報サービスを提供するとともに，全学的な情報環境の最適化を図り，本学の
経営及び教育・研究並びに社会の発展に寄与することを目的としている。前組織からの引継ぎの喫緊課題の
1つに情報セキュリティ体制の確立がある。情報セキュリティポリシー，ガイドラインの策定及び責任体制の明
確な体系化などの取組みが必要である。
2005年度の情報システム監査は，「情報システムの安全性，信頼性及び効率性並びにそのデータの保
護等」に関連する事項に絞り実施された。システム監査の社会動向も近年変化してきた。従前は通商産
業省（現経済産業省）が1985年に「システム監査基準」として公示した「情報システムの信頼性，安全性
及び効率性の向上を図り，情報社会の健全化に資すること」に準拠して，本学の監査に関する条項は整
備されていた。しかし，経済産業省は2004年に改定し，目的を「組織体のITガバナンスの実現に寄与す
ること」とした。その前年には「情報セキュリティ監査基準」等を公示している。改定の背景には，経営戦略
4におけるITの重要性や技術革新，情報漏えいやシステム障害ダメージ等のリスクの変質がある。本学の
システム監査も制度の抜本的な見直しが必要である。
　21世紀を迎え，従来の制度や社会の仕組みがますます大きく変化している中で，大学への期待や要望と
して柔軟に対応できる学生の育成が求められている。活力ある教育や人材育成を行うためには，継続的な大
学改革等により，激変する時代の流れに適確に対応した幅広い施策を展開し，大学の社会的役割である教
育・研究・社会貢献を強化・推進することが必要である。推進にあたっては情報環境の最適化は欠かせないも
のである。
